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題

一人一人が学習意欲 に支え られ楽 しく取 り組む 「総合的な学習 の時間」の創造

一課題 設定 ・発表、評価 の工夫 を通 して 一

1主 題 設 定 の 理 由

近年、教育改革 が積極的に推進 され、学校教育は大 きな転換期 を迎えている。 そ して、い よ

い よ平成14年 度 か ら学校週5日 制が実施 され、各学校では、新学習指導要領の もとに子 ども

たち一人一人 に 「ゆ とり」の中で 「生 きる力」をは ぐくむ ことをね らい として、特色ある教育

活動 が展開 され よう としてい る。今回の改訂 の特 色と して、従来 の教科等 の学習 に加えて 「総

合的 な学 習の時間」が創設 され た ことであ る。 「総合的 な学習 の時 間」のね らい は、「自ら課

題 を見付け、 自ら学び、 自ら考え、主体的に判断 し、よ りよく問題 を解決す る資質や能力を育

てること。学び方や ものの考え方を身 に付け、問題 の解決や探究活動 に主体的、創造 的に取 り

組む態度 を育て、 自己の生 き方 を考 えることがで きるようにす る こと。」で ある。 これ は、 「生

きる力」をは ぐくむ ことを直接的にね らい としてお り、各学校 は 「総合的な学習 の時間」の趣

旨、ね らいを十分に理解 し実践 していかなければな らない。 しか しなが ら、移行期2年 目を迎

えた各学校 には、学校 、教師、生徒 がそれぞれの立場 での課題 を抱 えて実施 してい る状況があ

る。その要 因は、 目標 や内容が各学校 に任せ られていること、生徒 の体験 を重視 した課題解決

型の学習が求め られていること、学習活動の範囲が学校外へ と広域 とな ること、家庭、地域 と

の連携 強化 が不可欠 となることな どがあげ られ る。 このように、教師の専門的な教科指導だけ

ではな く、学校あ るいは学年みんなで取 り組 む指導形態への対応 や学習内容の大 きな広が り、

体験 ・交流 ・調べ学習 に対す る経 験が不足 してい ることが、「総合的 な学習 の時間」 の円滑 な

実施 に課題 を投げかけていると推察 できる。今回実施 した実態調査 か ら、学校 は評価や カ リキ

ュラム作 りに、教師は指導方法 に、生徒は学習活動にそれぞれ戸惑 いを感 じてい ることが伺え

る。

本年度 の研究員 月例会 において、 「生徒 がr総 合的な学習 の時 間』 はっ ま らない と言 ってい

る。」 とい う発言があ った。 そ して、その発言 に対す る説 明が瞬時 には出ない状況 か ら、本研

究 はスター トした。教師は これ まで も、意欲をもって生 き生 きと学習す る生徒 の姿を求 めて、

日々授業 を実践 して きた。 しか し、授業での生徒の実態を振 り返 ってみ ると、教 師の願 いと実

際の生徒 の活動 にはずれが あることに気付 くことがあ る。 「総 合的な学習 の時 間」 の実施 にっ

いても、趣 旨 ・ね らい を理解 し、実践 を工夫 しても思 うような成果が得 られない状況がある こ

とか ら、問題 意識 をもって、 これ までの取 り組み とのずれ の修正 を図る必要があ る。 そのため

に解決すべ き課題 を明らかにす るために、実施状況に関す るアンケー トを行 った。 その結果、

「総 合的な学習 の時間」 の活動 において 「課題 が決 まらない。発表す るのが きらい。」な どの

生徒 のつぶや きが聞 こえてきた。そ こで、 このような問題 を解消 し、生徒が楽 しく学習に取 り
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組む ための教 師の支援の工夫 ・改善 に努めることが課穎 であ ると考 え、生徒一人一人が学習意

欲に支 えられ楽 しく取 り組む 「総 合的 な学習 の時間」 の創造 を目指 し、課題設定 ・発表、評価

の工夫 を視点 と して研究 を進め ることと した。

II研 究 の 概 要

1仮 説の設定

研究 を進め るに当た り、学校 ・教師 ・生徒を対象 にア ンケー ト調査 を実施 し、 「総 合的な学

習の時間」 の各学校の実施状況 を把握 することで、生徒の学習過程 における具体的 な課題 が明

らか にな った。その中で、特 に工夫 を要す る場面を検討 し、次 のような仮説 を立 てた。

一 仮 説

「総合的 な学習の時 間」 において、課題設定、発表、評価 の工夫を行 う ことによ り、生

徒 の学習意欲は高 ま り、生徒一人一人は、楽 しく体験的 な学習や問題解決的な学習 に取 り

組む ことがで きるであろう。

2研 究の内容 ・方法

(1)実 態調査の実施

「総 合的 な学習の時 間」 の各学校の取 り組み状況 を把握 するため に、学校、教師、生徒 を

対象 に したアンケー ト調査 を行 った。 「総合的な学習 の時間」 の実施 について、学校 の実施

状況、教師 の意識、指導上の課題、生徒 の意識、学習活動上の課題な ど、学校、教師、生徒

のそれぞれ の視点で 「総合的な学習の時間」の実施上 の問題点を明 らか に した。

(2)課 題設 定の工夫

生徒が、 自己の学習計画 をもとにまとま った時間を継続 して学習で きる課題 とは どのよう

な課題 なのか を、指導者側か ら検討 した。 また、そのような課題 を どのように発見 し、 どの

ように決定 してい くのか など、教師 の効果的な支援 ・指導 について、課題設定か ら課題決定

までの過程で具体的に示 した。

(3)発 表 の工夫

「発表 とは」 「なぜ発表す るのか」な ど発表 の意義 ・ね らい を明確 に示 し、発表が生徒 に

どのような学習効果 をもた らすのかを明 らかに した。 また、生徒一人一人の学習過程 におけ

る効果的な発表 の場面設定の仕方や発表の準備や多様 な発表形態 など、教師 が配慮すべ きこ

とや具体的な支援 ・指導について研究 した。

(4)評 価の工 夫

「総合的 な学習 の時 間」 は、生徒一人一人が 自己の決定 した課題 の解決 に向けて、 自らの

学習計画の もとに活動 を展開す るため、生徒 は自己の学習活動を常 に振 り返 り、 自己評価 を

す る ことで 自己の学習活動 を意識 し改善 してい く必要 がある。そ こで、 自己の学習過程 の記

録 を蓄積 してい くポー トフォ リオを活用 した評価 を取 り上げ、生徒の 自己評価活動 を中心 に、

相 互評価、教師の評価 を工夫 し、検証授業の中で有効性 を検証 した。

「
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3研 究 の 構 想 図

学 習 指 導 要 領 改 訂 の 基 本 方 針

豊かな 人間性 ・社会性 ・国際性 自 ら学 び 自 ら考 え る 力 基 礎 ・基 本 の 定 着 と 個 性 化 特 色 あ る 教 育 ・学 校 づ く り

a子 ど も の 雲 鹸 》

・い じ め 、 不 登 校 な ど の 問 題
・人 間 関 係 の 希 薄 化

・耐 性 の 欠 如

・社 会 性 、 規 範 意 識 の 希 薄 化
・体 力 の 低 下

ゆ と りの 中 で
生 き るカ を 育 む

自 ら 学 び 自

ら考 え る 力

豊 か な
人 間 性 囲

《家 麗 ・塊 域 の 纈 い 》

・心 身 と も に健 や か な 成 長

・基 礎 学 力 の 定 着

・地 域 の 中 の 信 頼 で き る

学 校

《社 会 の 甕 化 ・要 舗 》

・科 学 技 術 の 進 展

・情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 社 会

・経 済 、 社 会 の グ ロ ー バ ル 化
・地 球 環 境 問 題

・少 子 高 齢 化 ・男 女 共 同 参 画 社 会
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☆ 深 い 子 ど も 理 解
☆ 豊 か な 発 想 と柔 軟 な 思 考 力

☆ 広 い 視 野 と 創 造 力

☆ 多 様 な 学 習 に 対 応 で き る 支 援 ・指 導 技 術

☆ 学 習 の 全 体 像 を 把 握 ・予 測 ・見 通 す 力

☆ 地 域 との コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力

☆ 情 報 収 集 、 活 用 、発 信 す る 力

☆ 絶 え 間 な い 授 業 改 善

☆ 外 部 協 力 者 の 有 効 活 用 能 力
☆ 教 材 開 発 能 力
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《研究主題》
0人 一入が学習意欲に支えられ楽しく取り組む1総合的な学習の時間}の創造

一 課 題 設 定 ・発 表 、 評 価 の 工 夫 を 通 し て 一
曳櫨.・=`蝋転穂燃 一'一 蟻毎織証聡部蟻燃 繊 罫蹄顎一 琴.辮え異、蕪現'孤砺老ジ7ノー'. '彪塚一 雛 襯 ぴ諏」帝繍¥鱒 盗 欝 猟 瓦猟'争 「、、

《仮醗》

「総 合 的 な 学 習 の 時 間 」 に お いて 、 課 題 設 定 、 発 表 、 評 価 の 工 夫 を 行 う こ と に よ っ て 、

生 徒 の 学 習 意 欲 は高 ま り、 生 徒 一 人 一 人 は 、 楽 し く体 験 的 な 学 習 や 問 題 解 決 的 な 学 習 に
取 り組 む こ とが で き る で あ ろ う 。

研 究 の 方 法 ・ 内 容
<視 点1>一
・テ ー マ 設 定 か ら課 題 決 定 の 過 程

に お け る 教 師 の 支 援 の 工 夫 。

<視 点2>

・発 表 す る こ と の 意 義 の 明 確 化 、

発 表 ま で の 過 程 へ の 支 援 、

多 様 な 発 表 方 法 の 提 示 。

<視 点3>

・ポ ー ト フ ォ リ オ 評 価 の 開 発 と

自 己 評 価 、 相 互 評 価 、 教 師 の 評 価 の

効 果 的 方 法 の 検 討 、 考 案 。

検 証 授 業

第2学 年

学 校 共 通 テ ー マ:「 自 ら 切 り 開 く

進 路 学 習 」

単 元 名:「 商 品 開 発 」

第3学 年

学 校 共 通 テ ー マ:「 生 き 方 を考 え る 」

単 元 名 「職 場 体 験 」

第2学 年

学 校 共 通 テ ー マ:「 地 域 に 生 き る 」

単 元 名:「 銀 座 を 知 ろ う 」

《研 究 の ま とめ と 騨 価 》
成 果 と 課 題 、 提 案
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川r総 合 的 な 学 習 の 時 間 」 の 実 態 調 査

研究 を進 めるに当た り、 「総合的な学習の時間」に関す るアンケー ト調査 を学校 ・教師 ・生

徒 を対象 として、都 内61校 の中学校 の協力に より実施 した。対象人数 は教師104人 、生徒1664

人 、実施期 間は9月 に行 った。 「総合的な学習の時間」は 「総合」 とした。

1各 学 校 の 実 施 状 況

(1)平 成13年 度 の 学 習 テ ー マ の 実 施 状 況 に つ い て(複 数 回 答 可)

進鋳

学校地域の特性を生かしたもの

生使の興味・関心によるもの

瑚壇

福祉

■瞭堰飾

共生

甑

その値

檎瓠

0 10 so 30 40 50 eo 70 80 90(人 〕

(2)平 成13年 度 ・14年 度 の 週 時 程 に つ い て

エ アとイの嶺
型

瓢

含

4

ウ,時 期集中

33%

オ その値

ア・霧 型

帯吠継続
型
az

オ・蕊?他

エ7と イの観
撹

餅

合

1

圓定型

瑠鱒 担

平 成13年 度 平 成14年 度

(3)平 成14年 度 の 学 習 テ ー マ の 実 施 予 定 に つ い て(複 数 回 答 可)

違隠

学校地域の特性を生かしたもの

生後の貝瞭・闘心によるもの

瑠壇

福裡

国蘭■儒

甑

挑生

そのa

傭報

0 io ⑳ 30 覗 50 eo 70 30 go(人 〕

(4)「 総 合 」 の 実 施 上 の 課 題 に つ い て(複 数 回 答 可)

酔価の方法

カリキュラム作り

教師の童識

教師の共通環堺や逼鳩

敏青課程の●嘆(時■割)

敵師の櫓導(支擾)の方法

予算

校内外の総蝕活用

敏村の闘Ω。停虞

地域との運揃

生捷櫓導上の悶■

生佳・録護者の量繊

その蝕

0 5 is 15 20 25 30 35 w

(人 〕
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2教 師 の 実 態

(1)「 総 合 」 に よ り身 に 付 け さ

せ た い 力 に つ い て(複 数 回 答 可)

考える力

衰現するカ

情轍を活用・収集・免信する力

学び方

調ぺるカ

コミュニケーションの力

目楓に向かってやり抜く力

人を思いやる心

仲間と協力する力

礼儀やマナー

その他

0 10 za 30 as 50 60 70(人)

(2)「 総 合 」 の 実 施 上 の 課 題

に つ い て(複 数 回 答 可)

敏師の共通瑚解や通撹

騨鎖の方珪

教飾の指導(支撞)の方法

カリキュラム体り

教膏課稜の編緩【蒔闘劇)

教材の,髭 ・作霞

教師の意識

予算

校内外の施蝕

地域との連携

生捷指環上の問煽

生徒・保護者の意鎌

その他

a

(3)「 総 合 」 の 実 施 上 の 疑 問 や 不 安 の 有 無 に つ い て

ア.あ る(96%)イ.な い(4%)

3生 徒 の 実 態

(1)「 総 合 」

10 20 30

を ど の よ う に 考 え て い る か に つ い て(複 数 回 答 可)

いろいろな体験をする学■

仲間と一緒に考えたりAぺたりする学■

自分で課顯を決めて隅ぺる学■

先生以外の人から学ぺる学■

醜績(5・4・3・2・1)が付かない学冒

調べたことを艶衰する学■

その値

w 50 60

0

(2)「 総 合 」 に よ り身 に

つ い て(複 数 回 答 可)

闘べる力

脅えるカ

コミュニケーションの力

惰細を活用。収集。艶信する力

協力する心

目標に向かってやり抜く力

衰現する力

礼儀やマナー

人を思いやる心

学び方

その弛

zoo

付 く 力 に

樹

0 200 aoo soo 800 10001200

eoo

(3)

eoo

「総 合 」

エ.つ まら

織

ウ.どちら

とも言えな

い

39%

η(人)

1…isao(人)

の 考 え に つ い て

ア.と ても

楽 しい

11%

イ.楽 しい

38%

(人)

(4) (3)で ア ・イ を 選 ん だ 人 の 理 由 に つ い て(複 数 回 答 可)

いろいろなことが鉾融 で倉る

友運と一緒に学習「cfる

貝味・圏心のあることを溺ぺることができる

教窟以外で学冒がで倉る

自分で決めた課■について学習で奮る

自分で学習方法を決めることがでさる

学召したことを免表することができる

その仙

0 ioo zoo aoo aoo soo ooo(人)
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(5)(3)で ウ ・エ を 選 ん だ 人 の 理 由 に つ.い て(複 数 回 答 可)

箆衰するのが嫌い

,瘤 が見つからない

学冒の意味が分からない

学習のやり方が分からない

何をやっているかが分からない

その蝕

小学校と目じようなことをしている

a ,00 期 鋤 欄 soo eoo(人)

(6)「 総 合 」 の 学 習 を 進 め る 上 で 、 先 生 に ア ドバ イ ス を 求 め る 場 面 に つ い

て(複 数 回 答 可)

●■憲見付1,るとe

学冒をまとeaると蓼

決めた謀■について■ぺ学口壱遊めるとき

■■をあらためて身え盧すとき

縢鍾を決めると倉

館衰†ると倉

学冒したことから斬たに課題を盈見寸●ると音

自分の学冒を自分で脚価すると妻

仲閥閃士でお互いに学習活動をe価しあうと妻

その倍

0 ioo sw 300 欄 SOO 600 700(人 〕

4考 察

0学 校の実施状況

ア(1)、(3)か らの今年度の学習テーマの実施状況は、進路が最 も多 く、次に学校 ・地域の特

性を生か した学習内容、生徒の興味 ・関心によるものな どが続 く。来年度 も引き続 き同じよ

うな傾向が見 られ る。

イ(2)か ら今年度の週時程は実施時数の関係から固定型が多く、来年度は固定型、期間集中型

が ともに減 り、その他が増 えてお り、その内訳は、固定型 と期間集 中型の混合型を考えてい

る学校が出てきている。

ウ(4)か ら学校の課題 として、評価 の方法、カ リキュラム作 り、教師の意識、教師の共通理解

や連携がある。各学校 として学習テーマについては決まっているが、カ リキュラムづ くりや

評価に対する取 り組みが課題 となっている。

0教 師の実態

ア(2)、(3)か ら課題 は、教師の共通理解や連携、評価の方法、教師の指導(支 援)の 方法など

をあげている。多 くの教師が 「総合的な学習の時間」に不安や戸惑いを抱いているのは、移

行期2年 目であり 「総合的な学習の時間」の指導経験が浅いことが考え られ る。

イ(1)か ら教師は、考える力、表現す る力、情報を収集 ・活用 ・発信する力な どを身に付 けさ

せたいと考えている。

○ 生徒の実態

ア(1)、(2)、(4)か ら生徒は、「総合的な学習の時間」を体験的学習や仲間 と考 えた り調べた

りする学習、自分 自身で課題 を決めて調べる学習 と考えている。生徒は、 「総合的な学習の時

間」のねらいをつかんでお り、調べ る力、考える力が身に付 くと感 じている。また、 「友達 と

学習に取 り組むこと」、 「体験をす ること」、「興味 ・関心のあること」にっいて学習すること

に楽 しさを見出 している。

イ(3)、(5)、(6)か らとて も楽 しい と感 じている生徒が47パ ーセン トいる。 どちらとも言え

ないとい う生徒が38パ ーセン トである。楽 しくないときの要因として、発表するときが多 く、

次に課題が見付か らないことをあげている。また、生徒は課題を見付 けるとき、学習を進め

るとき、ま とめるとき、発表す るときに教師の支援 を求めていることが分かる。

以上のことか ら、研究内容を閾 蹴定 ・鯛 ・騨6に 視点を置いて本研究を進 めることとした。
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lvr総 合 的 な 学 習 の 時 間 」 の カ リ キ ュ ラ ム デ ザ イ ン の 考 え 方

1柔 軟 なカ リキュラムづ くり

「総 合的な学習 の時 間」 は、 「ア よりよ く問題を解決す る能力 を育て る。 イ 学 び方や も

のの考え方 を身 に付け させ る。 ウ 主体的 ・創造 的に取 り組 む態度 を育てる。 工 自己の生 き

方 を考 えさせ る。」 をね らい と して行 われ るものであ り、必修教科 とは異 なる特性 を もつ。

その違いを明確 に した上 で(表1参 照)総 合的 な学習の時間 を実施す ることが大切 である。

また 「総合的 な学習の時間」 においては、 表1教 科学習とr総合的な学習の時間」の違い

体験的な活動 を学習に積極的 に取 り入れ

ることが、総則第1章 第4の5に 配慮事

項 と して示 され てい る。生徒が実際に体

験や活動 を行 うと、今 まで気付かなか っ

た発見や、予想 しなか ったような出来事

があ り、それ が新たな課題へ と発展 した

り、設定 した課題 を修正す る ことが必要

にな ることがある。 このような場合を想

定 し、計画である単元計画と、生徒 の活

動の結果修正され る計画である学習計画

とい う2段 構 えで、下図に示 した ように

学習指導要領に
示された、各教科
固有の目標を達成
する。

学習指導要個に
規定 されている各
教科 ごとの学習内
容を学習する.

各学校が学校や地域の特性を生かした特
色ある学習を通して、
ア.自 ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考

え、主体的に判断し、よりよく問題を

解決する資質や能力を育てる
学び方やものの考え方を身に付け、問
題の解決や探究活動に主体的、創造的
に取り組む態度を育て、自己の生き方

を考えることができるようにする

各学校 が創意工夫を こらして、国際理解、

情報 、環 境、福祉 ・健康 、生徒の興味関心、

地域や学校 の特色等 について、 自らテー マ

を設 定 し、自ら学習計画を立てて学習す る。

各教科の教科書 各教科で身にっけた基碗的な知識や技能
等の教材を使用しを生かし、自然体験、社会体験、観察・実
て、各教科の特性 験、見学や調査、発表、討論、物づくり等
に応じた多様な学 の生産活勤等の体験的な学習や問題解決的

柔 軟 な カ リキ ュ ラ ム を考 え る 必要 が あ る。 習活動を工夫するoな学習を行う0

2単 元計 画 と柔 軟 な学 習計画 の構 想

単 元計 画 と学 習計 画 の2段 構 え によ る柔軟 な カ リキ ュラムづ くりの流れ

(=璽=)(=垂=)

「

I

l

l

単

元

計

画

l

l

l

L

教師の願い
・学習のね らい

・育て ようとす る能力

テーマ設定

学習環境の見直 し

社会的機関との連携

学習形態(個人・グループ)

時間編成

学校外の人材の活用

学習場所の提供

地域との関連 等

支援 ・評価

⇒

生徒の思い

課題設定

学習活動計画

体験 ・調 査 ・観察 ・実験

追 究 ・深化 ・発展

卒

学

習

計

画

i

i

まとめ ・発i麦
i

i

課 題 再 発 見I
i
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vr総 合的な学習の時間」の流れと3つ の研究の視点

視点1

題設定 の工

1テ ーマ検討
I

lテ ー マ決 定

ガイダンス

課題発見

課題の決定

ζ 一学習活動計画

ζ 体_動

ζ
(体験 ・調査

課題の追究 ・深化

ζ
・発 展

ま とめ

一

i

i

i

視 点2ゴ_

発 表 の 工 夫
一 一"一 一 一i
lII

ii

ii

1⇒1爽一

視点3

評価の工夫

評価計画

I

l[⇒

i

i

1【⇒

⇒,睡 追究案の翻1

慧 琶1
・観察・実験)<一 二深化

新たな課題の発見 く一==コ

⇒1魎 麺 ⇒l
i

ぐ=LI=r藤 修正1

⇒1轟1・ ⇒ ・
i

i

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
評
価

の
有
効
活

用

評 価 カ ー ド

自己 ・相互 ・教

自己 ・教 師

1諜 教う
自己'相互'聖 ∋

自己 ・教 師II

:∵>
1

自己 ・相 互 ・教

自 己 ・教 師

_____」

◇ 「総 合 的 な 学 習 の 時 間 」 の テー マの 役 割 とは

テー マ は、 「総 合 的 な 学 習 の 時 間 」 の ね らい に即 した も ので な けれ ば な ら ない 。

また 、 テ ー マ に は、 次 の よ う な役 割 が あ る。

一 ・・一 ・テ ー マ は

0 生徒 が、 調査や体験 活動 を通 して発見 した こ とや、考 えた ことを まとめ、各 自の課題

を解決 してい くときのiと な る。

○ 生徒 がそ れぞれ に展開す る課題追究 の活動 において、共通 の 問題 などを相 互 に関連 さ

せ ることで、一 させ る。

○ 教科の枠 を越 えた教師集団や、外部の人材(ゲ ス トテ ィーチ ャーや地域 の人)な ど、

多 くの人かかわ りなが ら多様な学習活動が予想 され る中で、生徒 を含め、学習 にかかわ

る全ての人 に灘 …を示す。

この ように、 テー マ設定 は、「総合的 な学習 の時 間」 の一人一人 の学習 内容や周 りの人 々の支

援 な ど、全体 を通 じて学習の方向性 を示す重要 な役割があ る。

「総 合的 な学習の時間」 のテーマを学校 の共通の テーマ と して設け るか、学年 か、学級 か、生

徒が設け るか は、各学校 の裁量 によると ころであ る。今回は、教師の指導経験や生徒の学習経験

が まだ浅い ため、学校 または学年単位 で共通 テーマ を設定す ることを想定 して研究 を進め てい く

ことと した。
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1課 題設定の工夫

「総合的な学 習の時間」において、生徒が課題 を設定 し学習 を始めるまでの段階 は、それ

以後 の学習意欲を支 え、学習の見通 しを もつ上で大切である。 しか し、生徒が課題 を見付け

られない時 に、教師はどのような支援 を した らよいか戸惑 っている状況 がある。そ こで、課

題設定の工夫 と して、テーマ検討か ら課題決定 までの間 に行う教師の支援 について考えてみ

た。

図1課 題設定の概念図

テー マの検 討

*学 校の教育目標

*教 師の顧い

*地 域の実態

*保 護者の実態

*生 徒のこれまでの学習経験(含:小 学校)

*生 捷の與味 ・関心

亀
*生 徒の実態(ア ンケー ト調査の実施)
,

テ ー マ決 定

'

ガ イダ ンス
[興味 ・関心の醸成]

*VTR教 材の活用

*ゲ ス トテ ィー チ ≪ 一 の活 用'

1課 題の発見1
*テ ーマに闘した資料を集めさせる

*テ ー マについて 「なぜ?」 「ど う して?

を見つけさせる

*自 分が取り組む課題を探させる
'ブ レイ ンス トー ミング

、 ウェビング等

*自 分が思いっいた課題を記録させておく

W

i課 題の検討1
*KJ法 等による課題の構成

*チ ェックシー トの活用
・テーマとの整合性 ■■5・

・調査研究方法の確認

・課題解決までの見通 し

・達成 感、成就 感が ▽
ありそうか 試

*教 師の支援の重妻性 行
・予測される問題点を指摘 錯
・生徒の意欲を尊重 誤
・生捷自身が納得して に

取捨選択をするよう よ

十分配慮する る

9 v 課
題

課題の決定 設

↓ 罷

障 習活動計画の作成 i
力

の

↓
皇

課題解決の学習始
[課題の追究]

畢 扁
課題の変更

(1)テ ーマ設定の工夫

各学校 ・学年 で統一 したテー マを設定す る時には、生徒 へ

のアンケー ト調査 の実施など、生徒 の興味 ・関心、それ まで

の学習経験(小 学校 での学習 を含めて)な どをふまえ、 テー

マを検討 し決定するようにす る。

(2)ガ イダンスの工夫(課 題追究 への動機 付け)

生徒への ガイダンスでは、テーマについて興味 ・関心を醸

成 させるため、テーマに関連 したVTR教 材の活用、ゲ ス ト

テ ィーチ ャーの招へいな ど、生徒の内発的動機付 けを心がけ

る。

(3)課 題の発見

共通 テーマか ら、生徒が 自由な発想 で課題 についてのアイ

デ ィアを出 し合 うように、ブ レインス トー ミングや ウェビン

グな どを活 用 し、生徒 の創造性 を開発す る。

(4)課 題決定 までの工夫

生徒が発想 した課題の中から、実際 に学習 してい く課題 を

選択す るにあた って、生徒 が項 目を選 んだ り記入 した りして

い くだけで容易に考 えをま とめ られ るような 「チ ェックシー

ト」を活用 し、生徒が主体的に考 え検 討できるよう工夫す る。

(5)課 題 の途中変更 も認めるゆとりが大切

実際に学習に取 り組んでみ ると、事前によ く考 えて選 んだ

はずの課題で も、様 々な困難 により行 き詰ま って しまうこと

があ る。そのようなときに、教師の温 かい励ま しの言葉や、

一緒 に課題 について考えるなどの支援 によ り、課題 に再挑戦

してい くか、あ るいは思い切 って課題 の変更 をす るな ど、心

にゆと りを もって課題 に取 り組む ことができるようにす る必

要がある。また、このような試行錯誤 を繰 り返す ことによ り、

生徒 は適切な課題 を設定す る能 力が向上 してい くもの と考 え

る。
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2発 表の工夫

(1)ア ンケー ト調査の結果

本研究 のアンケー ト調査 による と、「総合的 な学習 の時 間」がつま らな い と感 じて いる生徒

は14%あ ったが、そ の理 由 として、「発表す るのが嫌 いだか ら」 と答 えた生徒が多か った。

また、発表す るときに教師の支援 を求めている生徒が多 い実態 も明 らかにな った。

(2)発 表のね らい

「総合的な学習 の時間」 における発表 は、「ア 発表す ることによ り新たな課題 を とらえ直

す イ 学習成果の共有化 を図る ウ 豊かな 自己表現 力を身に付 ける」 ことをね らい として

行 うものと考 える。 よって、多様 な発表場面や生徒の学習状況 に応 じて発表 の機会 を設定する

必要が ある。また、発表す る ことで、表 現す る楽 しさや伝 える ことの楽 しさ、認め られる喜 び

な どを実感 し、そ のことが 自信 とな り、学習意欲の高 ま りが期待 できるもの と考 える。

(3)具 体的な工夫

① 多様な発表場面 の設定

課題設定の段階では 「決定 した課題 の発表 」、課題追究 の段 階では 「中間発表 」、 まと

めの段階では 「ま とめの発表」の場 面を設定 し、意欲 の高揚 ・継続 を図る。

② 主体的 に発表 できるようにす るための方法 の工夫

いろいろな発表方法(表1)を 紹介 し、それ らを ヒン トに自分の課題 に適 した発表 の

方法を選択 させ、意欲 的に取 り組ませる。

③ ゆ とりある時間設定

見通 しを もって計画的に発表準備や発表ができるよ うな時間設定 を配慮す る。

④ 外部の人材活用

◇発表す る側 として … パネルディスカ ッション(実 践事例)な ど発表内容 に応 じて、

外部の人材 を活用す る

◇発表 を聞 く側 として ・・保護者、地域、関係者な どを発表会 に招待す る。

⑤ 参加者が選択す る発表会

発表者は、いくつかのパー トに分かれて同時 に発表 を行 い、聞 く側が、興味 ・関心の

ある発表を選択 して参加する。

表1発 表方法の例

文字=模 造紙 資料 製本 論文

作品(造 形 ・音楽):模 型 工作

ポス ター 写真 作曲

機器:OHCOHPVTR

コン ピュータ デ ジタルカメラ

形態:ス ピーチ デ ィベー ト

パネルデ ィスカ ッション

響
、

鞘

μ

嵐

海

ダ
磯
鍵

網

妬

齪
疑

ヒ購

玉

N

郵

鷹
嘩
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3評 価の工夫

研究主題 のキー ワー ドとな っている 「楽 しさ」 を支える学習意欲 は、生徒 の学びの欲求 と学

ぶ意志であ り、学習活動 を引 き起 こす原動力である。 よ って、学習意欲 を高め、継続 させ るた

め には、生徒 の学習活動 において 自己評価 を計画的 に行 い、それを効果的 に機能 させ る必要 が

ある。そ こで、 「総合的な学習 の時間」の学習内容 ・方法 の特性か らポー トフォリオを取 り入

れ た効果的な評価 の方法を追究す ることとした。

〈 ポー トフ ォリオ評価 と評価 カー ド 〉

辞書 によると、ポー トフォ リオ(Portfolio)は 「紙ば さみ ・書類を入れ るケース」 とあ り、

元来、書類な どを入れ るものと示され てい る。学校 においては 「生徒 が学習活動に関する情報

や資料 を収集 し編集す る」いわ ゆる生徒が学習過程で蓄積 した学習 ファイルのことをい う。 た

だ し、無作為 に収集 した資料や情報 などをファイルするのではな く、 自己の学習過程で蓄積 し

た ものを、 自己評価や相 互評価 を行い、生徒が改めて編集 し直 してい くことが大切であ る。 そ

の結果、ポー トフ ォリオは評価 のための資料 として有効に機能す るので ある。教育課程審議会

の答 申では 「総 合的 な学習の時間」の評価 について、 「生徒 の活動 や学習の過程、発表、討論

などに見 られ る学習 の状況や成果 などについて生徒 の良い点、学習に対す る意欲 や態度、進歩

の状況や態度を踏まえて適切 に評価す ること。」と している。 この ことか らも 「総 合的 な学習

の時 間」 においては、学習過程での生徒の評価活動 は重要かつ不可欠である。そ こで、生徒の

評価活動 をよ り効果的に実施す るために、 自己評価 カー ド、相互評価 カー ド、 ア ドバ イスカー

ドな どを作成 し活用 した。活用 にあた っては、全学習計画を通 して継続 的に 自己評価 を繰 り返

し行 った り、発表な ど学習活動の節 目となる時間 に、当該の学習活動 に合わせ たカー ドで評価

活動 を計画的 に実施 した。 このように生徒は評価活動を意図的 に実施す る中で、 自己評価能 力

が身 につ くとともに 自己の学習状況を客観的に判断 した り、 自己を見つめ、 よさや可能性 を発

見す るなど自己理解 を深め ることが期待 できる。

図1ポ ー トフ ォリオ評価 の活用図

國 く⇒

囲⇔

團 く1⇒

回 ⇔ ・

ポー トフ ォ リオ

・ガ イ ダ ン ス 資 料

・課 題 設 定 チェックシート

・学 習 計 画 表

・話 合 い の 記 録

・行 動 表

・インタビ ューの 記 録

・インターネットか ら の 情 報

・文 献 か ら の 情 報

・写 真 ・地 図

・訪 問 マ ニ ュ アル

・訪 問 先 の 資 料

・礼状(自 分⇔訪問先)

・発 表 の 記 録

・ア ドバ イ ス カー ド

・自己 評 価 カ ー ド

・相 互 評 価 カー ド

・地 域 の 人 の アドバイス

・先 生 の 助 言 ・評 価

・訪 問 先 か ら の メッセージ

・保 護 者 の こ と ば

・感 想 文

生 徒 自 身

再編集

学習意欲

学びの形成

自己の成長
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VI実 践 例

1r課 題設定の工夫」指導案①

(1)学 校共通テーマ 「自ら切 り拓く進路学習」(2)単 元 「商品開発」

(3)単 元設 定理由

第2学 年 は、 これ までの 「総合的な学習の時間」の学習の深ま りの中で、生徒か ら出さ

れた 「商品 開発案」 を学 年 として取 り上 げた。 「商品開発」の単元構成 を身の回 りの商品

に着 目し、 「消費者の側 に立 った商品の見直 し」 「消費者のニーズ に応 じた商品 開発 」 「開

発商品の実現 の可能性」 「商品開発のCM作 成 ・発表」 として考 えた。 生徒 は、 これ まで

の学習経験や生活体 験を基盤 に、開発商品(課 題)を 決め、消費者(生 徒、保護者、地域

の人、高齢者な ど)と のかかわ りを大切 にしなが ら、課題探究 に向 けて主体 的な学習 を展

開す る ことが期待で きる。 また、 「商 品開発」 とい う特性か ら、 グルー プを企 業 に置 き換

えた り、デル ファイ法(資 料参照)を 参考 にした調査 ・評価方法の活用、開発商品のCM

発表な どの工夫 によ り、生徒が楽 しく意欲的 に 「商 品開発」に取 り組め るよ うにした。

(4)指 導計画(O数 字は学期内の授業時数小計)

学期 時間数 学 習 計 画 学 習 活 動 意欲を支える指導法の工夫 生徒の興味関心を引き出す工夫 備 考

1

⑩

1 実態調査 飴 学習に関するアンケート実施 、鏑 懸 ド礁往)聾
3 動機付け ビデオ ・ゲストティーチャー

1 全体説明 学習計画説明 技術予測調 査 ・ヒット商 品

1 商品考案 アイディア考案 ブレインストー ミング等 商品企画書

1 グループ編成 方向性重視のグループ編成 ティームティーチング 繊灘懲i隷繊 本 時

1 発表・評価・助言 アイディア発表棚 価 1糠 難翻 消費者の気持ち

1 商品の再思考 集 団 会 議 バ ージョンァップヵ一 ド

1 課題の設定 商品再発表 発表形式 灘 鱒噸 灘 総黍

2

3 調査 ・分析 商 品調査 ・分析 纐 調査・調べ学習

2 商品決定 商品最終決定 発表形式 灘 灘灘灘
3 宣伝企画調査 宣伝方法研究と㈱ 方法の探索 集団会議 宣伝企画書

6 宣伝作成 CM等 作成活動 取材 ・撮影等 ビデオ ・新聞広告等

3

⑪

5 最終プレゼンテーション 商品の提案 リハ ー サル 等 CM・ 広告 ・実 演 等

6 まとめ 自己課題再発見 発表形式 自己・相互評価

(5)課 題設定の工夫

ら 生徒の購.恥 について泓 一

実態把握ア ンケー ト■

俗 ビデオ視聴 、

学習の見通 しと

庵 効果 的 グル....:プ編 成 、
、

学びの方向性を重視した

達 徒主体のグルr轍 誠 ㈹2、,内発的動機付け

■一

㌔醤3昌 』」
1

1

騨蒙騨
課 題 設 定

0相 互評価カード 、

デルファイ法を参考 と 口

L.し た課題の軌道修正 ノ

偽 〉塗合学習諜題設定支擾シート ー

教師の支援を受けた

L学 習の流れの確認 」
¶ 一
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(6)本 時のねらい 「グループ編成」

① 生徒 の主体的な話し合いにより、一人一人の課題が明確 になるようなグループ編成 を考 える。

② 開発商 品に対し企業(グ ループ)内 で 自由に意見やアイディアを出し合 い、意欲的に学習する。

③ 企業(グ ループ)で 出された意 見を参考に、自分の課題の変更や再設 定ができるようにす る。

(7)本 時の展 開 (35時 間扱 い6時 間 目)

導

入

展

開

ま

と

め

学習内容

1本 時のねらいおよび

学習内容の確認

学習活動

(予想される生徒の反応)

1学 習 内容を整理 しながらワー

クシートに記入する。

①商晶魚庖向性」を韓 」な傘業壼作歪、.

②企業烈歪話』1倉y♪占商品を決めていくQ.

2集 約結果(前 時)の

確認

3企 業(効 果 的グルー

プ)の 編成

r

iA:好 きなもの同士

L

2そ れ ぞれ の開 発商 品の内 容

を確認する。

3商 品企 画集 約用紙 をもとに、

意 見を出し合う。

◇予想される意見

B:対 象者別C:ジ ャンル別

4企 業内での商品検討

5企 画書 の作成及び 、

企業 内役割分担

-

等i

J

6次 回の授業内容 の

予告

7本 時を振 り返る

①3～5名 の企業を編成する。

②課題の見つからない生徒 は、

リバイバルバッグよりヒント

を得るなど努力をする。

4お 互いが持ち寄った商 品を

発表し、相互評価をする。

①商品の比較検討をし、企業と

しての開発商品を考案する。

②商 品企画書(個 人または集 団)

を作成する。

5企 業内の役割 を明確 にする。

6第1回 開発商 品発表の説明

をする。

7本 時を振り返り、自己評 価表 に

記入する。

支援上の留意点

(☆評価の観点)

☆本時のねらいと学習 内容

を理解 し、学 習の見通し

がもてたか。

○開発 商品のねらいを確認 さ

せる。

○出された意見を黒板 に掲示

し、グループ分けのヒントに

する。

○誰もがグループ に入れるよ

う支援する。

☆意欲的 に活動し、企業編

成 に参加 したか。

○個別 に学習 の方 向性を確

認していく。

☆意欲的 に意見や アイディア

を述 べ、協力 しあって課題

を発見できたか。

☆適切な役割分担ができた

か。

☆今後の学習 の見通しがも

てたか。

○開発商品作成や 宣伝など

にも更 に興味をもたせる。

☆ねらいが達成できたか。

*商 品企画集約用紙=前 回作った個人商品企画書を、対象やジャンルごとに一覧表にまとめたもの。

*リバイバルバッグe個 人や集団で使わない企画書を、課題が見っからない生徒がヒントとして活用する。

*自 己評価表=生 徒の学習を振り返りと、教師の支援の参考にする。
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(8)成 果 と課題 、

① 実態把握アンケー トでは、身近な商品に対する生徒の興味 ・関心 が高まった。② 「プロジェクトX」

のビデオ視聴 により、企業の商品開発 の概 要を知り、学習のイメージ化が図られた。③効果的なグル

ープ編成 では、生徒の発案 によるジャンル別グループ編成 が円滑 にできた。④相互評価カードでは、

グループを企業に見立てて企業の評価方法を取り入れたことにより興味 ・関心が高まり、意欲的な取り

組み となった。⑤課題設定支援シー トを活用することにより、課題 の検討がしやすくなり、また、学習に

見通しがもてた。課題は机上プランの商 品開発の具体化である。

明

ル

員

説

名

象

ン

容

品

品

ヤ

社

商

商

対

ジ

内

・
①

②

③

④

3

⑤開発の経緯(

⑥セールスポイント(

⑦価 格(¥

⑧発売時期 頃

4.そ の他(今 後の計画 ・商品デザイン ・素材 ・今後や

るべきこと等)

(相互評価カード)

商品企画プレゼンテーション評価カー ド

企業名 商品名

将来実現すると

思いますかマ

この商品は必要

だ と思 います

か?

価格は適切だと

思いますか?

この商品がほし

い と思 い ます

か?

A!B/C/D A!B/C/D A/B/C/D A/B/C/D

ア ドバイス

A=大 変 良いB=良 いC=普 通D=も う少 し

ポイ ン ト換算A=100B=75C=50D富25

※ デ ル フ ァイ 法 を 参 考 と した 相 互 評 価 カ ー ド

総合学習課題設定支援シート

マ一テの
校

年

「学

学
」

】_・ ・ 番

擁 。鯛i 】 氏名

i.課 題 を選んだ理 由

2.課 題 について

確認事項 自己チェック 担当教員評価

課題は、テーマの内容に郎しているか? 即 して(い る ・ いない) Oox

0ヶ 月の間、調査研究を深めていけますか? 深めて(い ける ・ いけない) Oox

最後に、まとめの発衰ができそうですか? 発表が(で きそう ・できない} Oox

3.課 題解決に向けての■査研究 の仕方

r担 当敦員からのアドバイス

魏麟

総 脚'

〈資料〉 デル ファイ法 とは?

☆ 経済企画庁が発表する 「技術予測調査」の裏付けと

なる評価方法である。

☆ 多数の専門家に対して同一質問票によるアンケー ト

調査を繰り返し、回答者の意見を収敏させる。

目の調査結果が回答者にフィー ドバックされるため

回答者は全体の意見の傾向を見ながら自己の回答を

再評価することができる。

⇒ 生徒が設定する課題(商 品開発)が 、「学習のね ら

いに合ったものであるか、実現可能なものであるか」

などを周囲が相互評価する。(数 回実施)
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2r発 表の工夫」指導案②

(1)学 校共通のテーマ 「生き方を考える」

(2)単 元 「職場体験」

生

き

方

を

考

え

る

1

年

・「職 業 調 べ 」

① 調 べ 学 習(図 書 室 、 インターネット)

② 職 場 訪 問

③ ま と め と 発 表 【10時 間 】

月 主な学習内容 時骸

9月 要項説明、ア ンケー ト実施 2

10月 ・PTA・ 地域 商店連合会 に

受け入れ依 頼

・体験企業調整 と決定

1

霧
2

年

鵯謙講 繋舞 濾
・㌧ い

③事前 事後学習
モ

③愚 ζめと発表 、 【25時 間】

11月 ・自己紹 介書作成

・生徒の企業訪問、挨拶

3

12月 ・職場体験学習

・まとめ、冊子作 り、お礼状書き

12

3

年

・「上級学校調べ」

①調べ学習

② 学校訪 問

③ ま とめと発表 【6時 間】

1月 ・パ ソ コ ン 実 習(フ 。レセ'ンテーション)

・ ク ラ ス 発 表 会

5

凄 角.・

灘灘 響灘蠣翻灘懲
◎ これまでの職場体験学習発表会の成果

ア

イ

ウ

工

オ

カ

全員がコンピュータを使 って発表を行い、情報処理能 力や情報技術が身に付いた。

プレゼ ンテーションによる発表会を実施 し、発表技術が向上 した。

発表会 を通 して、働 くことの意義、職業の種類、職業選択 についての知識が身に付 き、考 え

方が深まった。

地域の企業で職場体験学習 を実施 した ことで、発表会 に企業関係者の参加があるな ど、地域

との相互理解が深 ま り、連携が強化 した。

保護者会 に合わせて発表会を実施 し、多 くの保護者 の参加 を得 ることができた ことで、保護

者の理解や協 力がいっそ う深め られた。

発表することが生徒の 自信 につなが り次の学習への意欲が高 まった。

◎ プレゼ ンテーションによる発表会を行 うことで期待できること

生徒が、楽しく 「総合的な学習の時間」を進めるには、学習 したことを発表 し、他か ら認め ら

れる喜びや、自己の学習成果 に対す る満足感や充実感を自 ら感 じる ことが大切である と考える。

さらに、地域や保護者、企業な ど、周 りか らのサポー トが得 られた り、見守 られた りす ることに

よ り、生徒たちは安心感 と自信 をもって、課題解決学習 に取 り組む ことができるようになる。

また、生徒 にとって発表会は互 いの学習成果の共有化 を図る場、な らびに新たな課題設定 を考 え

る場 になると考 える。
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(3)本 時のね らい 「職場体験発表会」(パ ネルディスカ ッションを通 して)

① 職場体験学習の経験 を生か し、自分 の将来の進路や職業 につ いて発展的に考え、より自己の

問題、課題 として とらえる姿勢を持つために、それぞれ の分野のスペシャリス トの話 を聞き、

よ り深 く自分の生き方 について考える。

② 発 表会 を通 して 自己 の進 路 に関す る新 た な課題 を発見 す る。

③ パネルディスカッションを通 して考えを深める。

④ 一年生も発表会 に参加 し、次年度の職場体験学習の課題を発見する。

(4)本 時 の展開 (25時 間扱 い24時 間 目)

学 習 内 容 学習活動 0支 援上の留意点 ☆評価の観点

導 司会(生 徒2名) 1パ ネラーについて理解 ○前もってパネラーの紹介文を配布

入 1本 時の学習 の内容、パネラーの紹介 と をする しておく

説明

2生 徒代表による職場体験のプレゼ ンテ 2他 のグループの体験内 ☆意欲 的に、わか りやす く発表す
一 シ ョ ン(3グ ル ー プ)

容、学習成果 を確認 ることができたか

3パ ネラーによる発表 3パ ネラーの発表 を聞く ☆発表者の考えを理解できたか
・匡 壷]… 「企業が求める燗 像」 ①各パネラーの意見をまと ○自己評価 シー トを作成し、観点 を

展 「職場体験学習で生徒 に望むもの」 める 明確にして評価させる
「職場体験学習を終えて」 ②自己の考えをまとめる ☆パ ネラーの意見 を積極 的に受 け

・1ハ ロー ワー ク1… 「今 、社 会 は 」 ③質問事項を考え、質問 止め、理解 できたか

「就職の現状 と将来」 する ☆パネ ラー の意見 に対 す る 自身の
・1高 校進路担当1… 「高校生の進路に ④ 他の生徒の質 問や 、パ 考 えをもつ ことがで きたか

対する考え、現状」 ネ ラーの回答な どをよ ☆討議に積極的に参加できたか
・[亟 亟 コ… 「職場体験と地域」 く聞き、考えを深める ☆パ ネ ラーの発表 は効果 的で あっ

開 「地域から見た中学生」 たか
・[保 護者]… 「醐 体験学習に望むもの」

「保護者の願い」

・[亟 コ … 「体験学習」「地域 ・保瀦 と
0質 問の観点などを示唆する

の連携」「生徒の意識調査」 ☆討論 を通 して、 自身 の考 え を深

4討 論 ・質 問 める ことができたか

ま 5ま とめ 5パ 祁 デ ィス加 ションを 通 ○次 のテーマにつ いて等 、今後 の

と 生徒によるまとめ、感想発表 して、感 じた ことを 発展性 をふ まえさせ る

め 書 く

(5)成 果 と課題

① 保護者、地域、関係諸機関、生徒、教員が同一の場所で発表、討論ができた。

② 生徒はよ り具体的、個 人的な課題が発見できた。

③ 体験学習 ・発表が課題発見の場 として有効に機能 した。

④ 様 々な 立 場や 職 業 に就 いて い る人 の発表 を聞くことによ り、働 くことや職業選択 につ いてよ

り深 く考斥ることがで きるようになった。

⑤ 発表技術が向上 した。

⑥ デ ィスカッション能力の向上は課題である。
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3r評 価の工夫」指導案③

(1)学 校共通テーマ 「地域 に生 きる」(2)単 元 「地域(銀 座)を 知 ろう」

(3)単 元設定の理 由

本校は銀座 の地 にあ る。銀座 は、国際性 にあふれ る文化 ・伝統の町 であ り、世界 の文化 ・

商品 ・情報が満 ちあふれ てい る。 このような地域の中で生活 している本校の生徒 たちが、銀

座 とい う地域 を身近 に感 じ、地域理解 を深める ことを願 ってい る。 そ こで、「総合的 な学習

の時間」 のね らい に沿 って、生徒が 「銀座を知 ろう」をテーマ と して、 自己の興味 ・関心の

あ る学習課題 を設定 し、課題解決 を図 る学習 を実施す ることと した。学習 を進 めるにあた り、

「総 合的 な学習の時間」 の特性か ら、生徒の学習過程 が学習 ファイルと して蓄積 され るポー

トフォリオを活用 し、生徒 が、「課題発見」「課題決定 」「課題解決」「ま とめ ・発表」 「新課

題 発見」 の学習過程 において、 自己評価活動 を継続 して行 うことで、 自己評価能力 を育て る

ことと した。

(4)第2学 年指導計画

回 時間数 項 目 活 動 内 容 評価の観点 評価者

1 1 ガイ ダ ン ス 学習のね らい、内容 ・方法 の理解 ☆課題設定能力 自己 ・籟

2 2 「課題発見の旅」 フ ィ ー ル ド ワ ー ク ☆学習の意欲

☆コミュニケーション能力

☆ 課題設定能 力

自己 ・穂

3 1 「課題 発見の旅」

のまとめ

発見 した課題の発表準備 自己 ・鞭

自己・相互・獅

4 1 「課題 発見 の旅」

の発表会(本 時)

現段階での課題について発表

他からの意見参考による課題検討

5 1 課題決定 自己の課題決定 目的 ・調査 内容

調査方法の考案 発表 の見通 し

自己 ・飾

6 1 決定課題の発表

会

決定 した課題の発表

意見交換、課題の修正考慮

自己・相互・鞭

7

8

9

～

13

14

16

学 習(調 査)計

画

調べ学 習準備

情報収集、調査

まとめ

修正

課題解決に向けて調査 内容

必要資料、調査方法 の計画

立案、調査活動、情報収集

情報活用、調べ学習 のまとめ

修正

関係者への礼状な ど

☆学習の意欲

☆コミュニケーション能力

☆課題解決能 力

☆情報収集 ・

活用能力

自己・相互・鞭

戸

)

10

7'

n
61111

8

発表準備

報告書作成

発表準備、発表原稿作成 ☆学習の意欲

☆情報活用 ・

発信能力

自己 ・籟

19 1 発表会(学 級) 学級内発表会 ☆表現力 自己・相互・教師

20 2 発表会(学 年) 学年内発表会

21 1 新 しい課題 の発

見(来 年度へ)

学習成果 の振 り返 りによる新 たな

課題の発見(来 年度へ)

☆課題設定能力 自己・教師

18



(5)本 時のね らい 「『課題発見 の旅』発表会」

① 自分 の発見 した課題を学級 の他 の人 にわか りやす く伝 える。

② 他の人の発表 を聞き、良い面 を発見 した り、疑問点 を質問 した り、ア ドバイスをする。

③ 自分の課題決定 について の問題意識 を深める。

(6)本 時の展開(35時 間扱 い5時 間 目)

導

入

展

開

ま

と

め

学 習 内 容

1本 時のね らい

および学習内容

の確認

2発 見 した課題

の発表会

3発 表 した課題

への質問 ・

ア ドバイス

学 習 活 動

1本 時の学習内容の説明を聞き、

発表会の進め方や参加の心得

を理解する。

'
憲

騨

ぬ
.
"
藩

隔
、縫

2① 自分 の課題 を発表す る。

②他 の人の課題の発表 を聞 く。

3発 表 した課題 につ いて質 問や

ア ドバイスをす る。

へ ぬ ワ いド

・ 室 釜 ∴ 輔

無 翻 鍮 一
xt

妄 蝋1
,

憲轡』、

灘

鍵1

!＼ 睾

'勢 騨 冒　 鍮
・

4発 見した課題

の検討

5ア ドバイスの

記入

4他 の人 の意見や ア ドバイス を

参考 に、課題 を再検討する。

5「 学び合 いア ドバイスカー

ド」に記入 し、発表者に渡す。

学び合い ア ドバイ スカー ド

さんへ

朗

平成 年

嘉

)

{

月 日(

○支援上の留意点 ☆評価の観点

○前時の授業での複数の課題候

補や課題選択理由のまとめを

参考にさせる。

☆工夫 して発表 できたか。

☆わか りやす く内容 を伝える こ

とができたか。

☆意欲 的 に発表す る ことができ

たか。

☆他の人の発表 を意欲的 に聞 く

ことができたか。

☆他の人の良い面 を発見する こ

とができたか。

☆進 んで意見や ア ドバイスでき

たか。

より

☆他 の人の発表か ら、 自分の課

題決定 のヒン トをつかむ こと

がで きたか。

☆適切な ア ドバイスができたか。

○ ア ドバイスカー ドを記入 させ

次時 の課題設定の ヒン トとさ

せ る。

1"《参 考 資料 》 一 一 層・一 」一」一一1
¥__

亀*学 び合 いア ドバイスカー ド*1
へ 　

1発 表を聞き、気がついたことをアl
ll

iド バイス としてカー ドに記入 し、i
-_

1当 該 の発表者 に手渡す。1
へ 　

1カ ードはあらかじめ発表者分配布l
ll
lし てお く・i
　 　
L」■,」7,」 ■ 力■r,-7,」 匿,-7ノ ーr,」 膠 ノー7ノ ー7,」 膨 ノ.■a

(7)成 果 と課題

ア ドバイスカー ドや評価カー ドが効 果的に活用 され、課題決定 に役立 っていた。

課題はゆ とりをもって生徒がカー ドに記入で きる時間の確保である。
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資料1

《自 己評 価 カ ー ド》

i学 年テー　 「地域 腱)を 知ろ う・
課 題1

2年 組()

氏名
.

0

0

月 日第 回 学習内容1「 課 題 発 見 の 旅 」 の 発 表 会

Na 評 価 目 標 基 準
A=よ くで きたB=で きたC=も う少 し

1 発表内容を上手にまとめることができる ABC

2 発表を工夫を し、上手に内容 を伝えることができる ABC

3 意欲的に発表に取 り組む ことができる ABC

4 発 表 を 興 味 ・関 心 を も っ て 聞 く こ と が で き る ABC

5 発表の中から課題決定のヒン トをっかむことができる ABC

6 発表の良い面を発 見することができる ABC

7 マナーよ く発表会に参加できる ABC

《相互評価カー ド》 発表者

学 年 テ ー マ:「 地 域(銀 座)を 知 ろ う」 課題:

記 入 者

2年 組()

氏名O

O

月 日 第 回 学習内容:「 課 題 発 見 の 旅 」 の 発 表 会

Na 評 価 目 標 基 準
A=よ くできたS=で きたC=も う少 し

1 発表に工夫に見 られたか ABC

2 はっき りとわか りやすい発表であったか ABC

3 発表に対 し意欲的であったか ABC

【発表会に対する感想 を書きま しょう】

《教師の補助簿》

*毎 回 の 授 業 観 察 に よ り、 気 が っ い た 生 徒 や 観 点 につ い て 評 価 の メモ(ABC)を す る。

番

号

口

日

観 点

氏 名

第 回 第 回 第 回 第

/ / / / / / / / / / / / / /
.

/ / / / / / /
■

/ / / /1

関
心

意

欲

態

度

課
題

設

定

能

力

課
題

解

決

能

力

情
報

処

理

能

力

自

己

表

現

力

自

己

理

解

か

か

わ

る

力

関
心

意

欲

態

度

課
題

設

定

能

力

課
題

解

決

能

力

情
報

処

理

能

力

自

己

表

現

力

自

己

理

解

か

か

わ

る

力

■

関
心

意

欲

態

度

課
題

設

定

能

力

課
題

解

決

能

力

情
報

処

理

能

力

自

己

表

現

力

自

己

理

解

か

か

わ

る

力

関
心

意

欲

態

度

課
題

設

定

能

力

課
題

解

決

能

力

情

報

処

理

能

力

1

2
.

3
L 屡L -一一一一 一w一 一 酌 .,.,., 酬 一
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資 料2

〈自己評価カー ド〉

学 年テーマ 「地域(銀 座)を 知 ろ う」 課題r

年

名

2

氏

組( )

学 習 の 流 れ 課題設定(7時 間)課 題解決(16時 間) 発表 ・課題再発見(12時 間)

18籔 灘21観

点
評 価 規 準 回 1 z 3 4

1

5麟7 9灘 ・・ 12 、3灘15

1

16 17

月/日 ! 1 i ! ノ ノ

.

ノ

8

1 ノ 1 ノ 1 1 1 1 ! 1 1 1 1 /

楽

し

さ

大変楽 しく学習できた

■ 1

楽しく学習できた
. .

少し楽 しく学習できた

■

意

欲

大変意欲的 に学習できた 、 一

1

意欲的に学習できた 薦 黙 ＼、
,一 一

騰 魏 嚢灘 る芦劉
・願 の郎 幣'て は発聖 きた

㎜ 蔚一 一 … … 賢… 　 … … 榔陥臨A,?潮wへ甑甜翫ρ」蔦▼肌犠品

二'}二 ・ 酬 脳1

滞

」

少し意欲的に学習できた

よさの親 自分の良さに気づいた

課

題

設

定

発見

検 討

決定

修正

学習のね らいを理解し目的意識を高める

地域 に興味 ・関心 を持つ 』 ミ

興味 ・関心のある課題が発見できる

課題が適切か検討できる

.

.

学習したい課題を決定できる

課

題

解

決

個

人

学習計画を立て学習の見通 しをもつ

1 1

必要な情報 を収集 ・活用できる

.

.

.

.

灘 こi.
■

碑 獣 ・

.

■

臥

r櫓 ＼…・

誤騰 学習内容1ζ禽わ斌 ζ、獺 灘 畦に、

∴ 織 雛 驚 　1..
A=・ よ くで きた
0で 鳶だ

i

"ミ
、;

A

滞 ミ 無

緯と す る
昏1.

・」

調査方法を工夫することができる
一

地域の人 と積極的 にかかわる

集

団

仲間と協力し合って学習できる

仲間にア ドバイスができる

他の人のア ドバイスを生かせる

発

表

発

表

者

計画的 に発表準備ができる
鴫 .:.1ド

甥

瀬 韓}謄 ・'

」劇膿.騨 一

わかりやすく発表できる

'璽

■

闇 ■ .

.

工夫して発表できる

.

課

題

再

発

見

参

加

者

興 味 ・関 心 を もって 聞 く ことが で き る

1

.

■

.

発表内容を理解で きる

マナーよ く発表会 に参加する

自分の意見が言える

. 画

自分や人の発表か ら新たな課題が発見できる

■

一 ア 「r「 17「 r Ir「.

ま ※第6回 目の学習時 ※第10回 目の 学 習 ※第14回 目の学習 ※第19回 目の学習 ※第20回 目の学習

と に、 自己の 課題 設 時 に自己の調べ学 時に自己の学習状 発表会時に反省 ・ 発表会時 に反省 ・

め 定 を振 り返 り、反 習につ いて振 り返 況について振 り返 感想を記入する 感想を記入す る

● 省 ・感想 を記入す り、 反 省 ・改 善 点 り、反 省 ・感 想 を

反 る などをまとめる 記入する

省

・

感

亀

想

一1き ノ
L」 L」 L」 AJ

先 生よ り一 言
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VII成 果 と課 題

本研 究は生徒一人一人が学習意欲 に支えられて楽しく学習する姿を求めて、 課題設 定、 発表、

評価の3つ の視点からそれぞれ工夫を行い、 授業を通して検証をしてきた。 その結果、 以下のよう

な成果と課題 に至った。

1成 果

(1)課 題設定の工夫

① 職場体験学習においては、 地域の活動や産業 に自己の課題 を関連させることにより、 意

欲 的に学習を進めることができた。 また、 地域とのかかわりを深めるとともに地域への所 属感

をはぐくむことができた。

② 学習活動 に入る以前 に、 生徒の興味 ・関心 について意識調査を行い、 それ に基づいたテ

ーマを設 定をすることによって
、 生徒の意欲的な活動が促進された。

③ 課題設定の段階でVTR教 材やゲストティーチャーによる講話など、 生徒の興味 ・関心をよ

り高める工夫を行うことにより、 生徒たちは意欲をもって課題設定 に向かうことができた。

(2)発 表 の工夫

① 目的意識 が同じ仲間の小人数の学習集 団活動であったため、 討論が活発 に行われ、 学

習 への理解を深 めることができた。

② 学習の流れを生徒 自身に考えさせることで生徒の主体的学習が意欲的に展開された。

③ 地域 の人とのかかわりや様々な体験をすることで、 視野を広げ 自己の生き方を発 見する契

機 となった。

④ 小人数のグループ学習のため、 互いに発表に対す る意見を出し合いながら発表を工夫す

ることができた。

⑤ 発表会では全員がコンピュータを利 用してプレゼンテーションを行い、 表現 方法の幅が広

がり内容の高まりが見られた。

⑥ 各教科の課題解決学習 においても、 解決 に至るまでの計画の立案や 資料の収集 、 情報

の活用などの面で創意 工夫が感じられるようになった。

⑦ プレゼンテーションによる発表を行うことにより、 コンピュータの学習時間を確保したことは効

果的であった。

(3)評 価 の工夫

① ポートフォリオを活用することにより、 生徒や教師の評価活動が円滑に進んだ。

② 毎回 の学習活動を自己評価カードを活用して 自己評価を継続 することにより、 生徒の楽し

さ・意欲 ・学習の深まりに変化が見られた。

③ 自己評価を主な評価活動 として実施することにより、 生徒は 自分の学 習を振り返り自己の

学習内容を軌道修正して自分の良さに気付くようになった。 ・

④ 自己評価と相 互評価を意 図的に組み合わせることにより、 生徒は形成的な評価をすること

ができ、 自由に学習計画 を組み立て、 または変更する姿勢をもつことができた。

⑤ 発表場面で互いに発表を聞きながら「学び合いアドバイスカード」を書くことによりにより、 普
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段発言することが苦手な生徒もメッセージを発信でき、 仲間同士のかかわり合 いが深 まった。

また、 自己の今の課題の解決 に役 立った。

⑥1枚 の 自己評価カードで学習活動を毎回評価することができ、 生徒の意識の変容と学習過

程を系統的に判断することができた。

(4)そ の他

① コンピュータを活用した学習が多く展 開され、 情報収集 、 活用、 発信能力や表現力の育

成に成果が見られた。

2課 題

(1)課 題設定の工夫

① 生徒 が主体的に学習活動を展開するには、「なぜ(目 的)、 何を(内 容)、 どのように学習す

るのか(方 法)」をしっかり理解するために、ガイダンスをより入念 に行う必要がある。

(2)発 表の工夫

① 教 師が生徒 に十分な支援 ができるような発表に関する知識やアイデアを豊富 にもつ必要が

ある。

② 発表を学校 内の関係者だけでなく、 学校外の人の協力を得るように積極的 に地域 に働 きか

ける必要がある。

③ 課題意識を持 続できない生徒 に対して発表活動 に向けた効果的なアプローチの工夫が必

要である。

④ 適切な発表方法が見つからず に行き詰まる生徒 には、 発表方法の工夫を提示するととも

に、 一緒 に教師が考えるなどきめ細かい支援 の在 り方が求められる。

(3)評 価の工夫

① ポートフォリオ評価 は教師と生徒の相互にとって有効であるので、 さらに活用方法を工夫す

る必要がある。

② 「総合的な学習の時間」を進めるためには、 自己評価が重要と考えられるので生徒の 自己

評価の方法 についてはさらに工夫する必要がある。

③ 自己評価カードや相互評価カードの効果的な活用場 面や方法 にっいてもさらに検討をして

いく必要がある。

(4)そ の他

① 組織的な校内体制づくりを行い、 指導計画や授 業内容を綿密に作成し、学校全体や学年

で共通理解を図る必要がある。

② 「総合的な学習の時 間」を実施するには保護者や地域 との相互理解 が必要である。

③ 情報処理能力 、 表現能力 に関するスキルを向上させていくためのカリキュラムを組む必 要

がある。 また、 「総合 的な学習の時間」における知識 ・技能の基礎 ・基本 を、教科の 中で培う

ことも必要である。

④ 小学校の「総合 的な学習の時間」の取 り組みや小学校 との連携などを配慮して、 中学校3

年 間を見通したカリキュラムを作成する必要がある。
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3提 案

「総合的な学習の 時間 」の実施時数を1年=70時 間、2年=85時 間 、3年=95時 間と想 定して、

以下のように実施 について考えてみた。

(1)年 間指導計画(例)

週時程は固定型と時期集中型の組 み合わせを考えた。以下の表のうち、全学年35時 間を固

定型と設 定し、残りの時間を学習内容 に合わせて、時期集中型とした。

テーマ 共に生きる 生き方を考える 課題解決型学習 翻翻鰍

内

容

1年;課 題解決型 学習2年;体 験学習

3年;交 流学 習

1年;職 場訪 問2年;職 場体験

3年;上 級 学校 訪問

1年;地 域 調べ学 習

2年 ・3年;自 由課題

1

年

・障 害 に 関 す る調 べ 学 習

{図書館,図書室、養護学校等の敦員へのインタビュー、塘蟻でのインタビューなど)

学 習 新 聞 づ くり 【25時 間 】

・職場 訪間

図書 室・図書館での調 べ学 習

地域 でのインタビュー 【10時 間】

・地域調べ学習

地域の産業や歴史

学校の歴史135時 間】 130時 間】

2

年

・手話 体験 、点字 体験 、疑似 体験(輔 子、機轄)
・バ リアフリー調 査(地 域)

・障 害のある方からの講話 【25時 間1

・職場 体験

地域 の事 業所、消防署 、駅 、 病院 、運 輸、NTT

幼稚 園、保 育園、高校 、動 物園など 【25時 間 】

・自由課題;自 分でテーマ

を見 つけ、調ぺ たことを

発 表しよう 【35時 闇】 【70時 剛

3

年

・養護 学校教諭 の講話

・特 別養護老 人ホー ム職員 の方の講話

・養護 学校を訪問または招待 しての交流学習

・特 別養護 老人ホームでの 交流 【30時 間】

・上級 学校訪間

調べ 学習

学校訪 問 【30時 間 】

・自由課題;自 分でテー

マを見っ け、より深く調

ぺ、考えことを効果 的に

伝 えよう135時 間】

Iiao

時間 】

(2)単 元 名 「共 生 」(例)

福 祉、ボランティアの考え方を基本として、21世 紀 に生きる生徒 たちが、障害のある人や高齢 の人など、様々な生き方 にふ れさせ 、生命の尊 さ、

思いやりの心など、豊 かな人 間性を育 てるとともに、共 に生きることについて、深く考えさせる。

(3)評 価の観点 、規準 ・基準(例)

【基準】

自己評 価を中心に、以下の

ように3段 階を基 本としてい

く。

A満 足できる

おおむ ね満足 できる

C努 力 を要する

(4)評 価計画(例)

テーマ「共生」第3学 年

鰍 学習活動 評価の目的 評価者 教材等

0 2ガ イダンス ・身 の回りの事 柄に興味 ・関心をもてたか 自己、教師 アンケート、纏 朗 擬

② 1グ ル ープ に分 かれ て、各 自のね らいの明確

化

・自ら適 切な課題 を設定できたか

・他 の課題を意欲 的に理解できたか

自己、相互、教 師 ワークシー ト

0 2講 話 を聞き、感 じたことをまとめ、発 表する ・講話を積極 的に聞き、理 解できたか

・交流に関する関心 を深められ たか

自己、教師 、講 師 ワークシート

発 問

④ 2他 の意見を知 り、視 野を広める ・他 の考えを理解し、視野を広 められたか 自己、教師 ワークシート

O 4交 流活動1 ・積 極的 に交流す ることができたか 自己、相互 、教 師、交流者 ワークシート、観 察

⑥ 2交 流 活 動を通 して感 じたことをまとめ、自己

の 考えを深 化させる。

・体験 を通 して感じたことをまとめることに

よって、考えを深めることができたか

自己、教師 ワークシート

⑦ 4交 流活動2 ・自ら意 欲的 に交流す ることができたか 自己、相互 、教 師 ワークシート、観 察

⑧ 2総 合 的な学習 の時 間にお ける今 回の取 り組

み 全体を通 して、感じたりしたことをまとめる。

・これまでの学 習活動全 体を通 して体得

したものを体感 し、考 えを深 められたか

自己

教師

ワークシート

0 8感 じたことを発信す るための準備 をする。 ・積 極的 に発表 の準備 をできたか

・発表方法 に工夫が見られ たか

自己、教師 ワークシート

⑩ 2発 表活動 ・進んで 自らの考えを表現 できたか

・積 極的 に他の考 えを理解 したか

自己、相互 、教 師、

発 表会参加者

ワークシート

観 察

⑪ 1全 体のまとめと評価 ・客観的 に、自己評 価することができたか 自己、教師 評価用紙
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